
やんばる７Daysキャンプ
～「未来の農業人」

育成プログラム～

これからの農業は、単に市場に依存した生産体制ではなく、①自ら直接販路を
開拓、②農産物の付加価値を高める方法、③「６次産業化」のように加工商品にして
商品価値を高めるなど、高いビジネススキルが求められている。また、農村地域は高
齢化しており、持続可能な地域社会の仕組み作りや、空き家や耕作放棄地解消の解決
策を案出・実行できる実践力が求められている。
本活動では、名護の東海岸地域を拠点に、美ら島自然学校での宿泊や民泊体験，

フィールドワーク、プロ農家での援農体験を行うほか、マーケティングの考え方に基
づいたレクチャー、実際のシゴト体験を通して課題解決スキルを身につけ、「未来の
農業人」の育成を行う。
なお、本活動期間中、参加学生は毎日グループワークで振り返りを行うほか、最終

的に成果発表会でプレゼン形式の報告を行う。

募集期間：２０１６年７月２２日（金）～８月１９日（金）
実施期間：２０１６年９月 ６日（火）～９月１２日（月）
実施地域：主に名護市
対 象：琉球大学生，名桜大学生（大学院生も参加可）
募集人数：合計１０名程度 ※応募者多数の場合は先着順

宿泊場所：美ら島自然学校（名護市嘉陽41）および民泊（予定）

主 催：琉球大学地域連携推進機構（COC+事業：「新たな地域社会を創造する未来叶い
　　　　（ミライカナイ）プロジェクト」），名桜大学
連 携 先：沖縄畑人（はるさー）くらぶ，他
※詳しい資料は琉大コミュニティキャンパス事業のホームページまで。

ＨＰ：http://ryudaicoc.jim.u-ryukyu.ac.jp/cocplus/
地域連携推進機構 担当：山田、宮里、小島（０９８－８９５－８０８７）

☆「未来の農業人育成プログラム」のポイント☆
①プロ農家への援農体験を通じて沖縄農業の現状と課題を知る。
②過疎集落のフィールドワークを通じて、地域課題を考える。
③農業マーケティング(6次産業化を含む)の実践を通じて、農家の課題解決力を身につける。

参加者募集中!!

COC+実践教育推進取組


